
 

 

る保険料の負担を逃れよう

と届出をしない企業があり、

問題となっているのです。 

特に、パート・アルバイト

を多く使用している企業の

場合は、ルール通りに加入さ

せると保険料負担が過大な

ものとなり、企業経営を圧迫

するという事情があります。 

ただ、企業が厚生年金に未

加入の場合、従業員は保険料

が全額自己負担の国民年金

に加入するほかなく、厚生年

金と比べ将来もらえる年金

額も減ってしまいます。 

 

◆これまでの調査と何が違

うの？ 

“国税庁が保有するデータ

を使って、未加入企業を割り

出す”ということです。 

これまで、厚生労働省は法

人登記されている約 449 万

社の中から未加入企業の調

査をすすめていましたが、中

には倒産していたり、休眠状

態だったりする例も多くあ

ることから、特定作業はスム

ーズにいきませんでした。 

しかし、国税庁が保有するデ

ータは「税金を納めている＝

実際に企業活動をしている」

ということになり、特定作業

が容易になるのです。 

 

 

人手不足の業界には

光明？ 外国人労働者

活用 
 

◆外国人労働者活用への期

待が高まる 

労働力人口の減少を補う

ため、現在、外国人労働者活

用への期待が高まっていま

す。 

外国人活用をめぐっては、

これまで研究者や経営者な

ど、高度人材を中心に受入れ

体制が整えられてきました

が、比較的単純な労働分野で

も外国人の就労を進めてい

く方向で議論が進んでおり、

建設、農業・製造業、家事支

援、介護など人材不足が進む

分野での外国人の活用が期

待されています。 

また、技能実習制度の拡大

も検討されています。 

 

◆受入れの際の留意点 

今後、多くの企業で外国人

労働者を活用することが考

えられますが、外国人の雇用

には難しさもあります。 

外国人を雇用する目的・必

要性を十分に検討し、担当さ

せる業務を決めていく必要

がありますが、これらは、経

営戦略・事業運営方針にも大

きく関わる部分です。 

また、外国人特有の制度や

諸官庁への手続き等もあり、

遺漏のない取扱いのために注

意が必要です。 

 

◆トラブル防止に必要な知識 

トラブルを防ぐためには、

次のような知識も得ておくと

よいでしょう。 

（１）入管法（出入国管理及

び難民認定法） 

（２）労働関係法 

（３）日常の労務管理 

 ・文化、宗教 

 ・生活様式、生活慣習 

（４）コミュニケーション 

 ・語学 

 ・ビジネス慣習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働時間延長コース 

なお、コースによっては、

平成 26 年３月１日から平成

28年３月 31日までの間は、

支給額の増額、要件の緩和の

措置がとられています。 

 

◆「キャリアアップ計画」と

は？ 

受給にあたりまず必要と

なるのが「キャリアアップ計

画」の作成ですが、この「キ

ャリアアップ計画」とは、有

期契約労働者等のキャリア

アップに向けた取組みを計

画的に進めるため、おおまか

な取り組みイメージ（対象

者、目標、期間、目標を達成

するために事業主が行う取

組み）をあらかじめ記載する

ものです。 

 

◆様々な要件、書類が必要 

「キャリアアップ計画」の

作成・提出後にはコースごと

に様々な要件があり、書類の

提出も必要となります。厚生

労働省ホームページにも詳

しい内容が記載されていま

す（「キャリアアップ助成金」

で検索）。 

 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/s

eisakunitsuite/bunya/koyo

u_roudou/part_haken/jigyo

unushi/career.html 

 

 

厚生年金未加入企業

への指導が強化され

ます！ 
 

◆「加入逃れ」の防止 

政府は、厚生年金保険の加

入逃れを防ぐため、国税庁が

持つ企業の納付情報から未

加入企業を割り出し、指導を

強化することを決めました。

来春にも着手するとしてい

ます。 

もし、加入指導されたにも

かかわらず、これに応じない

場合は、法的措置により強制

的に加入となることもある

ようです。 

 

◆厚生年金の未加入問題と

は？ 

厚生年金は、正社員や一定

以上の労働時間（正社員の労

働時間の概ね４分の３以上）

があるパート従業員やアル

バイトが強制加入となり、事

業主は加入を義務付けられ

ています。 

しかし、従業員と折半とな

大人気！「キャリアア

ップ助成金」の概要 
 

◆大人気の助成金 

平成 25 年度から始まった

「キャリアアップ助成金」で

すが、受給の要件となる「キ

ャリアアップ計画」の作成・

認定企業数が厚生労働省の

予想を大幅に超えているそ

うです。 

ここでは、どのような助成

金なのかを簡単に見ていき

ます。 

 

◆助成金の概要（６つのコー

ス） 

「キャリアアップ助成金」

は、有期契約労働者、短時間

労働者、派遣労働者といった

非正規雇用の労働者の企業

内でのキャリアアップ等を

促進するため、「正規雇用へ

の転換」、「人材育成」、「処遇

改善」等の取組みを実施した

事業主に対して支給される

もので、次の６コースがあり

ます。 

（１）正規雇用等転換コース 

（２）人材育成コース 

（３）処遇改善コース 

（４）健康管理コース 

（５）短時間正社員コース 

（６）短時間労働者の週所定
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